
村

内
点

描
＼

ヽ
ヽ
、

、

＼
＼

″夏
で
も
雪
囲
い
″
こ
れ
は

「十
二
の
七
不
思
議
」

二
つ
目
の
文
句
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
¨

西
風
を
ふ
せ
ぐ
た
め
の
防
風
サ
ク
は

一
年
車
と
り

は
ず
す
こ
と
が
な
い
。
い
わ
ば

「通
年
囲
い
」
な
の

だ
が
、
通
称

「カ
ッ
チ
ョ
」、
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
十
三
地
区
に
多
か
っ
た
こ
の
カ
ッ
チ
ョ

も
新
建
材
の
屋
並
み
と
と
も
に
プ
ロ
ッ
ク
塀
に
変
身

し
つ
つ
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

郷
辮
踵
鰐
雌
き″
彎
∵

桜
の
季
節
を
迎
え
て
男
手
は
出
か
せ
ぎ
へ
，
留
守
　
・

を
あ
ず
か
る
主
婦
は
わ
ず
か
ば
か
り
の
田
畑
を
耕
し

て

い
る
。

昼

さ
が
り
、
人

っ
コ
ひ
と

り
通
ら
な

い
カ

ッ
チ

■
４

の
あ

る
風
景
―
―

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

発行 。青春県市浦村役場/‐ ・ 企■
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②

土
木
・民
生
・畜
産
振
興
を
重
点
に

財
政
窮
迫

・
経
費
節
減
に
努
力

―
盟
あ

―

6億5,400万 円一 これが

わた くした ちの村 を住みよ

くしていくための く昭和51

年度一般会計予算》です。

昨年の当初にくらべて 1

億 1,900万円の減となりま

した。これは、村の財政事

情が窮迫 しているため極カ

経費の節減をはかったため

ですが、必要最少限度の事

業等はこれまでどおり進め

ていく方針をつらぬいてい

ます
゛

以下はことしのおもな施

策に使われる予算の内容で

す 。

本年度の一般会計予算

椰翻
辮̈
麟̈
¨

□
脇
元
静
療
所
赤
字
負
担
　
百

八
十
万
円
。

□
村
長
交
際
費
　
百
五
十
万
円
。

□
広
報
し
う
ら
発
行
　
百
三
十

二
万

一
千
円
。

□
総
合
開
発
審
議
会
　
四
十

一

万
三
千
円
。

□
交
通
安
全
対
策
費
　
百
七
十

万
九
千
円
。

み
ど
り
の
お
ぼ
さ
ん
二
人
の

賃
金
百
五
万
円
、
ロ
ー
ド
ミ

ラ
ー
設
置
七
万
円
、
安
全
協

会
負
担
金
十
五
万
円
、
交
通

指
導
隊
負
担
十

一
万
円
、
安

協
支
部
負
担
三
万
円
、
新
入

学
児
童
黄
色
安
全
帽
三
万
四

千
円
、
そ
の
他
安
全
パ
レ
ー

ド
、
交
通
安
全
教
室
等
に
二

十
六
万
五
千
円
。

□
土
地
利
用
規
制
等
対
策
　
九

万
円
。

□
薇
税
費
　
一ハ
十
九
万
九
千
円
。

□
選
挙
費
　
一
一百
三
十
三
万

一

千
円
。

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
に
四
十
五
万
人
千
円
。

衆
議
院
議
員
選
挙
費
が
七
十

七
万
九
千
円
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
六
十
七
万

一
千
円

が
お
も
な
も
の
で
す
。・

□
指
定
統
計
調
査
費
　
十
五
万

円
。

内
訳
け
は
遺
族
会
九
万
円
、

母
子
会
四
万
円
、
日
赤
奉
仕

団
四
万
円
、
更
生
保
護
四
万

円
、
身
障
者
連
六
万
円
、
防

犯
協
会
五
万
円
、
精
薄
組
合

二
十
万
五
千
円
、
月
見
野
園

五
万
円
、
そ
の
他
四
万
七
千

円
”
　
一　
　
　
　
　
　
　
・

□
国
保
特
別
会
計
繰
出
金
　
五

百
万
円
。

□
老
人
福
祉
費
　
一
千
七
百
六

十
三
万
七
千
円
。

老
人
健
康
静
査
三
万
九
千
円
、

老
人
医
療
関
係

一
千
二
百
七

十
九
万
四
千
円
、
寝
た
き
り

老
人
布
団
等
サ
ン
ク
リ
■
ン

委
託
五
万
六
千
円
、
家
庭
奉

仕
関
係
九
十
七
万
八
千
円
、

敬
老
会
助
成
二
十
四
万
六
千

円
、
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
五
十

五
万
二
千
円
、
特
別
姜
護
老

人
ホ
ー
ム
負
担
百
三
十
六
万

六
千
円
。
．村
敬
老
年
金
百
三

十
七
万
三
千
円
、
そ
の
他
十

三
万
三
千
円
。

を

□
青
少
年
対
策
　
一二
十
三
万
四

千
円
。

□
体
力
づ
く
り
経
費
　
十
八
万

七
千
円
。

□
遺
児
援
護
費
　
十
九
万
九
千

円
。

日
常
設
保
育
所
運
営
費
　
一
一千

□
献
血
推
進
事
業
　
九
万
円
。

□
健
康
会
議
　
一二
万
円
。

□
北
五
保
健
大
会
　
一ハ
万
八
千

円
。

□
簡
易
水
道
会
計
繰
出
　
七
百

七
万
五
千
円
。

□
予
防
対
策
事
業
費
　
一
一百
六

十
二
万

一
千
円
。

結
核
予
防
、
胃
集
団
検
診
、

子
宮
ガ
ン
検
診
、
そ
の
他
予

防
接
種
。

五
百
五
十
五
万
四
千
円
、
ヘ

き
地
保
育
所
運
営
費
六
百
七

十

一
万
九
千
円
、
季
節
保
育

所
運
営
費
二
十

一
万

一
千
円
、

児
童
館
運
営
費
三
百
三
十
七

万
三
千
円
、
児
童
手
当

一
千

三
百
八
十
六
万
円
。

□
母
子
衛
生
対
策
事
業
　
百
四

十
七
万
六
千
円
。

□
環
境
衛
生
対
策
　
五
百
九
十

六
万
七
千
円
。

・ゴ
ミ
処
理
経
費
八
十
三
万
六

千
円
、
海
岸
清
掃
八
十
万
五

千
円
、
杯
燃
物
特
別
回
収
三

十
九
万
円
、
西
北
五
衛
生
処

理
組
合
負
担
三
百
七
十
九
万

円
。
海
岸
の
清
掃
は
こ
と
し
も
引

き
続
き
実
施
の
予
定
で
す
が
、

清
掃
に
つ
い
て
は
村
民
の
み
な

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

σ億5キイ百万円

1舗

機

も
に

一̈口”“̈̈
一一̈̈一一一　　田一「̈『事継万押デ二万
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□
常
備
消
防
負
担
　
一二
千
四
百

九
十
九
万
五
千
円
。

津
軽
北
部
消
防
組
合
百
八
十

九
万
七
千
円
、
市
浦
分
署
三

千
三
百
九
万
八
千
円
。

□
非
常
備
消
防
費
　
一二
百
八
十

五
万

一
千
円
。

作
業
服
等
購
入
、
十
三
消
防

通
路
拡
張
補
償
十
五
万
円
、

そ
の
他
出
動
関
係
経
費
。

〔写
真
〕
昭
和
５０
年
度
を
も
っ
て
完

　

□
失
業
対
策
　
一二
十
五
万
円
。

成
し
た
実
取
肉
用
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
　
　
　
失
業
保
険
隔
地
払
負
担
金
二

十
五
万
円
、
そ
の
他
十
万
円
。

□
出
稼
対
策
　
百
二
十
二
万
八

千
円
。

□
商
工
会
助
成
　
一
一十
万
円
。

□
観
光
振
興
対
策
　
一二
十
二
万

円
。
観
光
地
ゴ
ミ
清
掃
、
公
衆
便

所
管
理
等
。

一＝
＝
＝
‐‐‥…計…，

□
肉
用
牛
肥
育
受
託
事
業
　
一
一

千
九
百
九
十
五
万
三
千
円
。

牧
夫
百
五
十

一
万
四
千
円
、′
ノ

農
家
貸
付
五
十
頭
六
百
五
十

万
円
、
飼
料

一
千
七
百
七
十

六
万
八
千
円
等
。

□
簡
易
水
道
特
別
会
計
　
一
千

六
百
五
十
四
万
三
千
円
。

取
員
二
人
、
四
百
八
十
二
万

九
千
円
、
そ
の
他
管
理
運
営

費

一
千
百
七
十

一
万
四
千
円
。

□
農
業
共
済
特
別
会
計
　
四
千

九
百
七
十
四
万
九
千
円
。

（国
保
特
別
会
計
）

□
事
業
勘
定
　
九
千
三
百
六
十

七
万
三
千
円
。

□
直
診
勘
定
　
一ハ
千
六
百
六
十

万
円
。

（財
産
区
特
別
会
計
）

□
相
内
財
産
区
　
百
九
十
九
万

五
千
円
。

□
脇
元
財
産
区
　
百
十
八
万
円
。

□
十
二
財
産
区
　
九
十
二
万
四

千
円
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一　　　□一一」“に野畑。百四万

□
小
学
校
管
理
費
　
一
千
五
百

　

□
体
育
振
興
費
　
七
十
万
五
千

四
万
四
千
円
。　
　
　
　
　
　
　
　
円
。

□
中
学
様
管
理
費
　
四
千
四
百

舗

た
ば
こ
栽
培
施
設
補
助
＝
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
二
十
四
棟
六
十

八
万
円
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
三
棟

二
十

一
万
八
千
円
、
そ
の
他

経
費
四
万
二
千
円
。

□
水
産
振
興
対
策
事
業
　
一二
百

九
十
七
万
八
千
円
。

漁
場
整
備
事
業
（並
型
漁
礁
）

三
百
五
十
万
円
、
ホ
タ
テ
、

ワ
カ
サ
ギ
養
殖
補
助
四
十
四

万

一
千
円
、
そ
の
他
経
費
三

万
七
千
円
。

一出＝＝̈
＝”

□
道
路
新
設
改
良
費
　
八
千
六

百
八
十
七
万
円
。

相
内
、
太
田
鏡
線
舗
装
二
千

三
百
二
十
八
万
円
、
脇
元
赤

川
線
舗
装
四
百
万
円
、
猿
賀

小
路
線
舗
装
三
百
十
五
万
円
、

太
田
本
線
改
良
二
千
四
百
五

十
八
万
七
千
円
、
第
二
太
田

万
三
千
円
、
そ
の
他
七
十
六

万
円
。

□
漁
港
修
築
事
業
　
四
百
五
十

万
円
。

脇
元
漁
港
南
防
波
堤
六
十
眉
、

三
百
万
円
、
十
三
漁
港
防
波

堤
十
八
屑
百
五
十
万
円
。

□
国
土
調
査
事
業
　
百
四
十
三

万
円
。

今
年
度
の
村
の
事
業
と
し
て

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
道
路

一
つ

開
拓
線
改
良
二
千
十
万
円
、
　
　
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
形
で
、
あ

下
村
本
道
線
改
良
七
百
万
円
、
　
ら
ゆ
る
も
の
を
優
先
し
て
い
ま

道
路
用
地
買
収
三
百
九
十
九

　

す
ｏ

村
の
財
政
事
情
が
悪
化
し
　

い
て
も
必
要
最
少
限
度
に
と

て
い
る
た
め
、
本
年
度
予
算
　
ど
め
て
い
ま
す
。

は
各
項
目
を
総
点
検
し
、
経
　
　
し
た
が
っ
て
、
議
会
は
も

獄
“
［
謝
」

食
糧
費
は
予
算
化
し
な
い

（
』
猜
″
¨

た
。
と
り
わ
け
、
議
会
、
各
　
合
で
は
昼
食
等
の
賄

（ま
か

種
委
員
会
に
は
食
糧
費
を
い
　
な
い
）
を
提
供
し
ま
せ
ん
。

っ
さ
い
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
　
チ」了
承
く
だ
さ
い
。

し
、
部
分
的
に
予
算
化
し
て

畜
産
振
興
に

一
千
七
百
万
円

一兼
懲
一

□
山
菜
加
工
場
借
上
料
　
十
五

万
九
千
円
。

□
県
農
業
基
金
出
資
　
一二
万
円
。

□
畜
産
振
興
事
業
費
　
一
千
七

百
二
十
八
万
六
千
円
。

牧
夫
二
人
、
ト
ラ
ク
タ
ー
管

理
、
牧
柵
修
理
、
追
肥
等
八

百
九
十
四
万
三
千
円
、
種
雄

牛
購
入
二
十
万
円
、
肉
用
ギ

経
営
安
定
資
金
利
子
補
給
三

十
万
円
、
繁
殖
牛
貸
付
金
利

子
補
給
二
十
六
万
円
。

□
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
費
　
六

百
九
十

一
万
円
。

職
員

一
人
配
置
、
そ
の
他
運

営
費
。

□
老
朽
た
め
池
整
備
事
業
　
一
一

千
二
百
七
万
三
千
円
。

大
沼
た
め
池
の
継
続
事
業
。

□
畑
作
振
興
事
業
　
九
十
四
万

円
。



0

□
保
診
療
所
が

ガ́
成
し
ま
し
た

一　
　
昨
年
十
月
か
ら
、
消
防
分
署
南
側
に
建
設
を
進
め
て
い
　
一

一　
た
診
療
所
と
医
師
の
住
宅
が
出
来
上
り
、
二
月
二
十

一
日
　
一

一　
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

診
療
所
は

「市
浦
村
国
保
診

　

ゲ
ン
室
、
検
査
室
、
薬
局
、
ゆ

療
所
」
と
改
め
、
特
殊
建
材
張
　
　
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
外
来
待
合

り
平
屋
建
て
八
百
二

・
五
平
方

　

室
、
応
接
室
な
ど
を
完
備
、
三

層
の
モ
ダ
ン
な
も
の
で
す
。
　
　
　
室
合
わ
せ
六
床
を
確
保
し
て
い

内
部
に
は
最
新
式
の
医
療
器
　
　
ま
す
。
総
工
費
は
約
七
千
三
百

械
を
備
え
た
診
療
室
や
処
置
室
、
　
万
円
。
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た

回
復
室
、
リ
ネ
ン
室
、
レ
ン
ト
　
　
医
師
住
宅
は
鉄
骨
造
り
百
二
平

村
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
を
迎

え
、
盛
大
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

方
眉
で
約
六
百
万
円
で
す
。

村
で
は
、
ゆ
く
ゆ
く
敦
地
内

に
機
能
回
復
訓
練
室
、
母
性
乳

児
保
健
指
導
室
、
サ
ウ
ナ
浴
室

な
ど
を
備
え
た
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
、
予
防
と
治
療
、

さ
ら
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ヨ
ン
を
行
え
る

「健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
」
に
す
る
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

ゆ
く
ゆ
く
は
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
も
つ
口
保
鰺
慶
所

１
９
ヽ

―

荒
磯
を
打
つ
怒
と
う
や
、
砂

丘
の
ス
ソ
遺
く
打
ち
寄
せ
る
波

浪
に
も
春
の
感
じ
が
み
な
ぎ
っ

て
い
ま
す
。
海
辺
に
出
て
み
る

と
干
潮
時
に
は
干
潟
（ひ
が
た
）

を
ひ
ろ
び
ろ
と
残
し
て
、
遠
く

退
い
て
ゆ
く
潮
の
干
満
が
、
日

立

っ
て
大
き
く
な
っ
て
来
た
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
た
春
は
大
気
中

に
水
分
が
多
い
の
で
、
離
れ
て

み
る
と
、
物
の
姿
が
ぼ
―
っ
と

か
す
ん
で
見
え
ま
す
。
秋
の
月

は
さ
や
か
で
、
春
の
月
は
お
ぼ

ろ
、
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
朧

（お
ぼ
ろ
）
と
い
う

の
は
、
議

（か
す
み
）
の
夜
の

現
象
で
す
。
朧
月
は
、
澄
み
き

っ
た
冷
た
い
秋
の
月
と
は
ち
が

っ
た
、
あ
た
た
か
い
感
じ
が
し

ま
す
。　
　
ヽ

「春
宵

一
刻
値
千
金
」
と
い

う
古
い
詩
句
が
あ
り
ま
す
。
春

の
夜
を
お
金
に
換
算
す
れ
ば
、

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
、
な
ん
と

な
く
明
る
く
つ
や
や
か
な
感
じ

で
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ふ
ん
囲

気
が
わ
い
て
く
る
の
も
ふ
し
ぎ

で
す
。

社
会
生
活
の
広
域
化
や
高

速
化
が
い
ち
じ
る
し
い
テ
ン

ポ
で
進
み
、
交
通
事
故
や
災

害
が
多
く
発
生
す
る
よ
う
に

救
急
業
務
は
消
防
業
務
の

一
環
と
し
て
村
が
そ
れ
を
行

う
べ
き
責
任
を
も
っ
て
い
ま

す
が
、
村
民
の
み

一い一〔一］一　」】

救
急
業
務
に対
し
　
割側

て
正
し
い
認
識
を

　

ヽ

も
つ
必
要
が
あ
り
　
　
し
、

ま
す
。　
　
　
　
　
　
７
レ

ニ̈』一一一刺　一一

』疇一一一一一　藝̈

七
件
に
達
し
、
六

十
七
人
の
か
た
が
利
用
し
て

ら
救
急
業
務
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
、
村
民
の
命
を

守
る
た
め
、
急
病
人
を
す
み

や
か
に
医
師
の
も
と
に
届
け

る
大
切
な
車
で
す
が
、
と
も

す
れ
ば
救
急
を
要
し
な
い
人

で
も
利
用
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
救
急
車
を
タ
ク
シ
ー

が
わ
り
に
使
用
す
る
の
は
絶

対
に
や
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

み
ん
な
で
守
り
、
協
力
し
合

救
急
率
は
こ
ん
な
と
き

に
利
用
を◇
災
害
に
よ
る
事

故
　
地
震
、
火
災
、

る

　
　
水
害
そ
の
他
の
災
害

却

　

贖
¨
一
一
¨
一
］
』

明

　

交
通
事
故
、
工
事
場

「　一一一̈̈
一̈̈、

″一　
りは絨穀染ｒ入り

す
る
場
所
で
の
事
故

学
校
、
商
店
、
道
路

上
な
ど
で
急
病
に
な

っ
た
り
、
負
傷
し
た
と
き
。

◇
家
庭
内
で
の
事
故
　
薬

物
中
毒
、
異
常
分
べ
ん
な
ど

で
急
い
で
医
療
機
関
へ
運
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
。

◇
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

一
一
九
番
で
場
所
、
日
標
、

事
故
の
内
容
を
は
っ
き
り
と

知
ら
せ
る
。



晶
無
繊
ジ
継
露
”
暫

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、

六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
建

前
で
す
が
、
も
っ
と
先
へ
い
っ

て
支
給
を
受
け
れ
ば
、
本
来
の

年
金
額
よ
り
高
い
金
額
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
繰

下
げ
請
求
と
い
い
ま
す
。

老
齢
年
金
の
支
給
を
受
け
る

に
必
要
な
期
間
の
保
険
料
を
納

付
し
て
い
る
か
保
険
料
を
免
除

さ
れ
て
い
る
人
は
、
六
十
五
歳

以
前
に
申
し
出
る
と
、
六
十
五

歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
間
の
い

つ
か
ら
で
も
年
金
を
受
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ｏ

こ
の
場
合
の
年
金
額
は
、
六

十
五
歳
か
ら
受
け
る
は
ず
の
年

金
額
に
、
次
の
よ
う
な
割
合
で

加
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
〇
六
十
六
歳
以
上
六
十
七
歳
未

満
で
受
け
る
場
合

（
一
二
％

加
算
）

〇
六
十
七
歳
以
上
六
十
八
歳
未

満
で
受
け
る
場
合

（
二
六
％

加
算
）

〇
六
十
八
歳
以
上
六
十
九
歳
未

満
で
受
け
る
場
合

（四
三
％

加
算
）

〇
六
十
九
歳
以
上
七
十
歳
未
満

で
受
け
る
場
合

（六
四
％
加

算
）

⑤

のはなし

「家を建てよう」というときにいったい税

金がどのくらいかかるのか、正確に知ってい

る方は少ないようです。そこで、マイホーム

を持ったときの税の有利な取扱を紹介してみ
ましょう。

以下、いずれも住宅を新築したり、新集住

宅を購入した場合に適用されます。

> 所得税の住宅取得控除      マ

[言:!li[li:i瀑
最高3  集

> 登録免許税 (国税 )       1

5[1][1曽
ま言:[T選 薫 T  を

れた価額)の 0.1%に 軽減    持
②  所有構の移転登記 不動産価   っ

③ 鼻」亀翼[彗璽 債権金額の  を
0.1%に 軽減         ら
> 不動産取得税 (県税 )
不動産価額 から 350万円 を控除 した 額の

3%
> 固定資産税 (市町村税 )
床面積 100 nf以下で、評価額が l nf当た

り3万 6千円以下の場合
新集後 3年間、税金が半ダ

〇
七
十
歳
で
受
け
る

場
合
（八
八
％
加
算
）

ま
た
、　
一
た
ん
、

繰
下
げ
の
申
出
を
し

て
も
、
そ
れ
を
と
り

や
め
て
、
い
つ
で
も

支
給
開
始
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
老

齢
年
金
の
支
給
は
、

請
求
を
し
た
月
の
翌

月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し

い
こ
と
は

民
生
課
国
民
年
金
係

へ
お
問

い
合
せ
く
だ

さ

い
。

「
一
日
役
場
」
の
開
催
を
―

薔
冗
・ホ
材
彙
　
笹
山
　
精
喜
さ
ん
（　
）

私
た
ち
の
村
は
出
か
せ
ぎ
者
が
多
く
、
特
に
脇
元

地
区
で
は

一
年
を
と
お
し
て
二
、
三
カ
月
よ
り
在
村

し
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
村
政
全
般

に
つ
い
て
は

「広
報
し
う
ら
」
で
知
る
程
度
で
す
。

そ
こ
で
、
提
案
し
た
い
の
は
出
か
せ
ぎ
者
が
帰
村

す
る
冬
期
間
、　
一
回
だ
け
で
も
よ
い
か
ら
各
地
区
ご

と
に

「
一
日
役
場
」
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
思
う
の

で
す
。

出
か
せ
ぎ
住
民
の
ナ
マ
の
声
を
聞
く
た
め
Ｌ
も
、

広
報
と
は
異
っ
た

「広
聴
」
の
場
を
設
け
て
は
い
か

が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
一
日
役
場
」
に
は
村
の
三
役
を
は
じ
め
教
育
長
、

各
課
長
を
出
席
さ
せ
、
村
民
と
ヒ
ザ
を
ま
じ
え
て
の

懇
談
的
な
も
の
に
し
て
は
ど
う
で
し
よ
う
。

そ
の
話
合
い
の
中
か
ら
村
民
の
要
望
、
苦
情
等
を

と
ら
え
、
村
行
政
に
反
映

さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

「
一
日
役
場
」
を
ぜ
ひ

と
も
開
い
て
く
だ
さ
る
よ

う
、
要
望
し
ま
す
。

脇
元
、
磯
松
地
区
に
か
ぎ
ら
ず
、
資
料
を
お
持
ち
の
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

脇
元
小
学
校
百
周
年
記
念
誌

編
さ
ん
委
員
会

（電
話
二
〇
三
四
番
）

連 載



⑥
　
田
植
の
賃
金
は
二
千
六
百
円
に

こ
と
し
の
農
業
労
賃
き
ま
る

こ
と
し
の
農
作
業
の
標
準
労

賃
が
き
ま
り
ま
し
た
。
賃
金
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
賄
な
し
で
、

実
働
八
時
間
で
す
。

□

一
般
水
田
作
業
　
男

・
女
二

千
三
百
円

□
田
植
　
男

・
女
二
千
六
百
円

□
苗
取
　
男

・
女
二
千
三
百
円

□
稲
刈
　
男

・．女
二
千
六
百
円

□

一
般
畑
作
業
　
男

・
女
二
千

三
百
円

□
畑
耕
起
　
一
一千
九
百
円

□
田
耕
起
　
一
一千
八
百
円

□
荒
か
き

・
代
か
き
　
一
一千
三

百
円

□
荒
か
き
代
か
き
ま
で
　
一二
千

四
百
円

□

一
番
耕
起
か
ら
代
か
き
ま
で

四
千
二
百
円

（
い
ず
れ
も

一
〇
ア
ー
ル
当

り
）

□
自
動
脱
穀
機
　
一
万

一
千
円

ロ
パ
イ
ン
ダ
ー
　
八
千
五
百
円

（糸
付

一
〇
ア
ー
ル
当
り
）

ロ
コ
ン
パ
イ
ン
　
一
万
三
千
円

ロ
ハ
ー
ペ
ス
タ
ー
　
五
千
円

（
一
〇
ア
ー
ル
当
つ
）

か
ね
て
か
ら
病
気
療
養
中
で

し
た
が
四
月
七
日
死
去
、
七
十

五
歳
で
し
た
。

葛
西
さ
ん
は
昭
和
十
七
年
か

ら
村
議
会
議
員
を
通
算
六
期
を

つ
と
め
た
ほ
か
、
農
業
委
員
、

固
定
資
評
価
審
査
委
員
、
脇
元

薪
炭
共
用
林
野
組
合
長
（十
年
）

等
を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
振

興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

四
十
九
年
四
月
、
そ
の
功
労
が

み
と
め
ら
れ
、
勲
六
等
旭
日
章

を
受
け
ま
し
た
。

ｄ
″
「

お
■
生

三
浦
由

記
雄

（
相
内

）
儀

照

秋

月
　
格

子

（
十

三

）
孝
行

秋

月
　
桃

子

⌒
十

三

）
孝
行

内

藤

　
理
絵

（
十

二

）
国
光

若

山
　

真
希

（
十
一
こ

回
司

鳴

海
美
保
子

（
太

田
）
秀

夫

岩
間
　
健
作

（
相
内

）
剛

藤

田
　
　

裕

（
職
松

）
勲

奈
良
　
聖
美

（
太

田

）
孝

一

風

間
智
息

子

（
新

潟

）

浜
田
　
篤
司

（十
三
）
司

葛
西
　
崇
夫

（脇
元
）
森
夫

三
和
　
真
澄

（脇
元
）
秀
夫

」前̈｝ご結婚

（対面美代蒲
｛相　減一

（観翻つ確鰤
｛鱗　助｝

（赫晰美滞薇
一村　に一

（綱爬　報〕」林　壺一

（卸御留獅瑯
一腋　鵬一

（紳爆む報揚
｛＝海ヨ｝

（却鮮真館一
一腑　納一

（謝絲”球謝
｛紳　醒一

⌒
麟
畔
微

は

‐デ
（
衛

（
所

劉
願

一

（
課

麟

マ
罐

書

｛
鶴
　
納

｝

一
一
一
一
一
一
一
一
Ｕ

葛
西

　
公
昭

（
脇

元

）
“
歳

葛
西
　
売

三

（
脇
元

）
“
歳

小
寺

栄
次

郎

（
脇

元

）
６．
歳

葛

西
　
鋭

美

（
脇
元

）
７５
歳

浦

田
　

イ

ョ

（
十

三

）
”
歳

三
和

　

ヽヽ
ヽ
ョ

（
相
内

）
９２
歳

越

野

　

ヨ
ネ

（
桂

川

）
９．
歳

」［「一ン　】中っ一“一正手

彙以
　
幸
（　
日
か
ら
、
戸
籍

年一一禦　［のの本一一嗜一

一月

が

な
り
ま
す
。

Ｆ
‐
」
　
　
。
”
檸
崎

・ の
轟

二
百
円
▽
除
籍
の
謄

・
抄
本
田

一
通
三
百
円
▽
戸
籍
の
記
載
事

項
証
明
口
証
明
事
項

一
件
百
円

▽
除
籍
の
記
載
事
項
証
明
＝
証

明
事
項

一
件
二
百
円
▽
受
理
証

明
書
＝
一
通
百
円
▽
上
質
紙
使

用
の
婚
姻
届
等
の
受
理
証
明
書

＝
一
通
八
百
円
▽
戸
籍
簿
の
関

覧
＝
一
戸
籍
百
円
▽
除
籍
簿
の

関
覧
“
一
戸
籍
二
百
円
▽
届
書

類
の
関
覧
＝
書
類

一
件
百
円

◇

郵
便
で
請
求
さ
れ
る
方
は
現

金
書
留
か
、
郵
便
局
の

「定
額

小
為
替
只
千
円
以
下
の
手
数
料

は
１０
円
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定
額
小
為
替
は
、
百
円
単
位
の

送
金
に
便
利
で
す
。

〈ご
注
意
′
）
郵
便
切
手
代

用
に
よ
る
手
数
料
の
納
入
は
、

な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

電話による健康相談

直接健康相談にこられないおかあ

さんがたのために電話相談を行いま

す。気軽にお電話ください。 Ｉ

Ｌ
あ

―

（に岨
⌒峨田
（継測鶏誂繊
｛駄　卸一

⌒榊即亜魏録
一部　断一

（唯躍　魏揚
一肝　麟一

智 兼  郁 高
子 春  子 明

B/Jヽ   イヽ lB

元 泊  泊 元

葛
西
鋭
美
さ
ん

（元
村
議
）
死
去

亀 福
田 岡

頼 正
子 雄

十 奈

三 良

坂 沢
井 田
寿
美 敏
子 彦

十 鶴

三 田

椰賽 馨驚
い 洲  直
子 彦  子 満

相 横  相 東

内 浜  内 京

曜  日 地  区 時 間 電 話

毎週月曜日

十 三 地 区
9時30分
～■時

81卜
区9時
～11時

毎週火曜日 :承》区
9時30分
～H時

雅:距驚:革 1准:;聟
場


